
 

 

Ａ棟は大規模改修を含め約５０年間、体育館・プールは約４０年間使用されてきました。 

 今回、新しい校舎（南棟）の改築工事のため、Ａ棟・体育館・プールは令和４年１月から

解体工事を行い、令和６年の初めに新しい校舎（南棟）ができ上がります。写真で使用を終

えた校舎を振り返ってみたいと思います。 

 

北棟の３階から撮影しました 

  

体育館の東側には令和２年度に全校児童・生徒で壁画を描きました 



  

Ａ棟の中庭は駐車場として使用していました 

 

  

西棟ができるまではバスが発着していました 

 

 

歩道からも見える位置にあった校章です 

 

 

 



  

Ａ棟の 1階及び 2階の一部は最後は職員室等の管理部門として使われました 

 

  

プールは最後の 2年間は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、入水することが

できませんでした 

 

 

 

 

 



  

Ａ棟中央の階段では階段の上り下りの練習をした児童・生徒も多かったことでしょう 

 

 

 

 児童・生徒のみなさん、卒業生のみなさんの思い出が詰まった校舎・体育館・プールが

学校名も光明養護学校・光明特別支援学校・光明学園と変わる中で使用を終えました。 

新しい校舎（南棟）ができ上がるまで約 2年間掛かります。南棟ができると平成 22年

に策定された東京都特別支援教育推進計画第三次実施計画から約 15年をかけた肢体不自

由特別支援学校と病弱特別支援学校を併置した光明学園が完成することになります。 


